
者
が
所
有
す
る
土
一
ン
ポ
ス
ト
事
務
組
合
が
そ
う
で
一
も
あ
り
、
利
権
議
員
に
振
り
回
一

地
に
対
し
て
公
金
一
す
。
今
回
の
問
題
点
を
箇
条
書
一
さ
れ
て
建
設
費
コ
ス
ト
は
計
画
一

支
出
や
受
領
が
繰
一
き
に
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
の
Ⅳ
億
円
に
対
し
皿
億
円
、
製
一

り
返
さ
れ
て
い
て
、
一
①
設
立
か
ら
加
年
間
、
運
営
に
一
造
コ
ス
ト
は
民
間
の
４
倍
も
か
一

「
悪
し
き
な
れ
合
一
私
た
ち
市
民
は
関
与
で
き
な
か
つ
一
か
る
無
責
任
経
営
、
お
ま
け
に
一

い
」
の
結
果
で
あ
一
た
。
そ
し
て
組
合
で
決
め
た
今
一
事
業
を
や
め
て
も
違
法
な
環
境
一

る
と
し
ま
し
た
。
一
年
度
の
分
担
金
３
億
２
千
万
円
一
整
備
費
を
払
う
と
は
あ
き
れ
は
一

そ
し
て
調
査
結
一
も
の
尻
拭
い
の
負
担
を
背
負
わ
一
て
る
。

果
を
締
め
く
く
る
一
さ
れ
る
。

一
④
こ
の
事
務
組
合
の
作
っ
た
負
一

に
当
た
り
、
２
件
一
②
共
同
コ
ン
ポ
ス
ト
事
業
の
内
一
債
は
本
当
に
私
た
ち
の
責
任
で

の
市
に
よ
る
土
地
一
容
に
関
し
て
、
赤
磐
市
議
会
の
一
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
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一
ま
た
行
政
が
支
払
っ
て
い
る
言
貝
会
の
委
員
長

一
土
地
取
引
の
登
録
免
許
税
は
登
一
を
し
て
い
た
時

一
記
権
利
者
（
北
川
市
議
）
が
支
一
期
で
あ
る
こ
と

一
払
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
一
か
ら
積
極
的
に

一
を
当
時
の
副
市
長
、
支
所
長
、
一
説
明
す
る
責
任

一
建
設
課
長
ら
が
知
ら
な
か
っ
た
一
が
あ
っ
た
と
し

一
と
は
信
じ
難
い
こ
と
て
あ
る
と
一
て
い
ま
す
。

一
し
ま
し
た
。
一
百
条
委
員
会

一
残
土
置
き
場
と
し
て
購
入
し
一
は
こ
う
し
た
調

一
た
是
里
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
一
査
結
果
か
ら
、

一
現
在
使
用
し
て
い
る
残
土
置
き
一
周
匝
の
土
地
に
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０
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９
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Ｂ
Ｏ
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０
６
０
０
０
ｆ
ｌ
４
０
９
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
９
０
０
０
０
０
０
ｐ
Ⅱ

》
鶴
藤
蕊
議
議
識
漂
嘩
蕊
鎖
難
識
謹
一

一
旧
吉
井
町
の
周
匝
と
是
里
の
一
場
に
は
十
分
な
余
裕
が
あ
り
、
一
㎡
余
り
の
自
分
の
土
地
の
購
入
一
な
ら
な
い
と
す
る
地
方
財
政
法
一
監
査
制
度
の
導
入
や
、
地
方
自
一

一
士
地
売
買
の
不
正
疑
惑
を
、
証
一
ま
た
景
観
や
排
水
処
理
の
方
法
一
を
市
に
働
き
か
け
た
上
で
、
等
一
に
抵
触
す
る
と
し
て
、
た
だ
ち
一
治
法
、
市
条
例
の
厳
正
な
運
用
一

一
人
喚
問
や
委
員
に
よ
る
現
地
調
一
な
ど
に
つ
い
て
地
元
と
の
協
議
一
価
交
換
に
す
る
た
め
に
不
当
に
一
に
返
還
を
求
め
る
こ
と
に
し
ま
一
を
、
ま
た
公
金
の
支
出
に
関
し
一

一
査
な
ど
を
通
し
て
調
べ
て
い
た
一
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
土
地
購
一
高
い
値
段
に
な
っ
た
と
推
測
し
一
し
た
。

一
て
は
罰
則
を
含
め
た
新
た
な
条
一

一
赤
磐
市
の
百
条
委
員
会
は
、
こ
－
入
は
言
語
道
断
で
あ
る
と
切
り
一
ま
し
た
。

一
ま
た
北
川
市
議
に
対
し
て
も
一
例
の
制
定
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
一

一
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
一
捨
て
ま
し
た
。

一
ま
た
是
里
の
土
地
に
つ
い
て
一
疑
惑
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
に
一
と
と
も
に
、
議
会
に
対
し
て
三

一
市
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。
一
ま
た
、
工
事
の
方
法
に
つ
い
一
は
残
土
置
き
場
と
し
て
購
入
す
一
も
拘
わ
ら
ず
証
人
喚
問
に
出
頭
一
の
よ
う
な
不
祥
事
が
二
度
と
起
一

一
こ
の
中
で
交
差
点
改
良
の
目
一
て
も
急
傾
斜
で
あ
り
、
周
辺
施
一
る
に
た
る
合
理
的
理
由
は
見
当
一
し
な
い
な
ど
、
議
員
に
あ
る
ま
一
こ
ら
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
て
一

一
的
で
購
入
し
た
現
職
の
北
川
市
一
設
へ
の
影
響
を
考
え
る
と
、
副
一
た
ら
な
い
と
し
、
こ
こ
で
も
北
一
じ
き
行
為
で
あ
る
と
し
て
議
会
一
い
く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
一

一
遥
燕
正
肺
鱈
群
螺
潔
蕊
篭
蕊
蕊
龍

一
く
な
く
、
現
在
も
事
業
に
着
手
一
し
た
。

一
入
の
必
要
性
は
な
か
っ
た
と
し
、
一
た
周
匝
と
是
里
の
土
地
は
共
に
一
別
措
置
法
の
適
用
を
受
け
ら
れ
一
危
険
な
コ
ン
ポ
ス
ト
事
務
組
一
チ
ェ
ッ
ク
が
制
限
さ
れ
て
い
る
一

一
そ
の
上
価
格
が
常
識
を
遥
か
に
一
現
職
の
北
川
市
議
の
所
有
し
て
一
る
残
土
置
き
場
と
し
た
、
と
推
一
合
と
は
平
成
咽
年
か
ら
、
年
間
一
た
め
質
問
も
意
見
も
言
え
な
い
一

一
加
削
馴
肪
帥
加
州
酬
伽
蝿
、
Ⅷ
一
湘
帥
純
榊
加
川
仲
旅
州
浦
鶴
眺
一
が
い
舗
批
峨
州
雌
則
Ⅷ
洲
柿
崎
一
州
怖
怖
捌
峡
胴
慨
蝿
州
仙
脈
岬
一
叩
柵
捕
舶
帥
脚
紺
削
榊
郡
Ⅷ
剛
一

一
時
期
が
、
市
議
が
産
業
建
設
委
一
時
期
に
、
本
人
及
び
そ
の
関
係
一
散
さ
れ
る
和
気
・
赤
磐
共
同
コ
ー
の
補
助
金
と
起
債
に
よ
る
資
金
一




